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 目的

 臨床的に人間の脳虚血最大許容時間は3～4分と言

われ，それ以上の脳虚血時間では脳は不可逆性変化を

来たし植物状態を生じる事がある．そこで脳代謝の抑

制に低体温法を応用し，全身冷却を行わず頭部表面だ

げの冷却で，脳虚血に最も鋭敏な大脳皮質を直接冷却

して脳虚血時間の延長が可能かを検討した．

 方法

 体重11～16kgの雑種成犬40頭を使用し，全身麻酔下

で両側開胸を行い，上行大動脈遮断と，心伸展予防の

目的に上下大静脈遮断を加え完全脳虚血犬を作製し

た．コントロール群は常温下で遮断時間を3・5・7・

9・11・15分間と変化させ，体性神経機能として脳波・

反射・動作を，自律神経機能として血圧・心電図・呼

吸・直腸温を生存実験で観察した．次にあらかじめ頭

部表面冷却後に，脳の不可逆性変化を生じる脳虚血時

間で血流遮断を行い，その体性神経機能及び自律神経

機能をコントロール群と比較検討した．

 結果

 1．コントロール群での血流遮断にによる自律神経

機能は，遮断時間延長にともない回復に時間を要した

が，15分間以内の血流遮断では血圧は実験前値に復し

自発呼吸を認め，血流遮断そのものによる心臓負荷で

上室性頻拍や二段脈などの不整脈を認めるだけで，脳

虚血により受ける変化は少なかった．

 2．これに対して体性神経機能は脳虚血に対して変

化を受けやすく，コントロール群で脳血流遮断時間は

9分間が限度で，11分間以上の血流遮断では腱毛反射
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は復元せず，動作の後遺症も多く，不可逆性変化を来

たしやすかった．脳波は脳血流遮断により徐波となり，

次いで平坦となるが，遮断解除により徐波を生じ，次

いで回復する．遮断時間が長い程，回復が遅れ，徐波

が残る．コントロール群の11分間脳血流遮断実験では，

覚醒しないもの66．7％，開眼・立位歩行・食事摂取不

能なものは33．3％であった．

 3．頭部表面冷却（直腸温32～34℃）下での11分間脳

血流遮断実験では覚醒しないもの20％と不可逆性変化

が少なく，開眼するもの80％，立位歩行・食事摂取可

能なもの60％と脳虚血後の動作の後遺症は少なかっ
た．

 4．頭部表面冷却にて脳皮質温は直腸温より低下し

冷却方法として有効だが，直腸温1℃下降させるのに

約37．5分の時間を要した．

 考察・結語

 最大許容脳血流遮断時間を越える11分間脳虚血状態

で，頭部表面冷却群は常温下のコントロール群に比べ，

動作（開眼・立位歩行・食事摂取）の観察で後遺症が

少なく脳損傷予防に有効で，脳血流遮断による脳の不

可逆性変化の発生を防止する効果を認めた．

 したがって臨床的に手術中に突発する急性心停止時

に，心肺蘇生法により脳機能が回復しない事も考え，

若干の蘇生時間に余裕が持てる点で，手術前中に簡単

に行い得る頭部表面冷却を試みるのは有効な手段と考

える．
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 臨床的に心停止後に救急蘇生法を行い，心臓は回復しても意識がでずに植物状態となる例がある．

これを防ぐ手段として我々は近年頭部表面冷却を手術時に行なっているが，その普及には更に明確な

理論的背景を明らかにする必要がある．そこで著者は犬を用いて上下大静脈遮断と上行大動脈遮断に

よる脳虚血を作り軽度の頭部表面冷却を行なった場合の効果を検討した結果，頭部表面冷却は脳血．流

遮断による脳の不可逆性変化の発生を防止する効果のあることを認めた．

 以上により本研究は学術上価値あるものと認める．
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